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事 業 成 果 報 告 書 

 

1.  個人または団体名（団体の場合は代表者名も記入） 

          田中 麻子 

                               （代表者名：                    ） 

2.  研究または活動のテーマ（課題名） 

「不可視の性暴力 性風俗従事者と被害の序列」(仮)の印刷・出版費 

3.  助成額                       

                            450,000 円 

4.  実施期間 

   

         2016 年   8 月 〜    2016 年   8 月  

5.  実施状況 

2016 年 8 月 1 日校了 

2016 年 8 月上旬 索引作成 

2016 年 8 月中旬 印刷 

2016 年 8 月 23 日 見本完成 

2016 年 8 月 29 日刊行 

6. 事業成果と自己評価 

  造本：四六判、368頁、定価：本体 4800 円＋税、 初刷部数：1000 部 

 
 今回出版助成を頂き、8月に大月書店より「不可視の性暴力―性風俗従事者と被害の序
列」を無事に出版することができました。 

 本書は、2015 年に一橋大学に提出した博士論文「性暴力と被害者の序列―性風俗従事
者に対する性暴力の不可視化―」をもとに、構成を組み直し、諸制度や関連法などの情報
を更新してまとめたものです。性暴力は暗数の多い犯罪であり、必要な支援を受けられな
い被害者も多く存在します。博士論文及び本書では特に性風俗従事者に対する性暴力に着
目し、理解されづらい被害の様相を提示し、被害者が必要なときに支援を求められるよう
な環境を模索しました。その結果、本書で着目した性風俗従事者に対する性暴力について
の理解が促進されるだけでなく、男性被害者や近親者からの性暴力など、まだまだ理解さ
れづらく多様な支援から周縁化されている人やその支援者にとっても役立つ書籍を出版
できたように思います。 

 本書は、性暴力被害者支援の現場にいる方々を中心に読んで頂いており、一つの支援の
在り方を提示するものになったのではないかと思います。 

 出版後まだ間もないため十分に反響を把握できていませんが、取材のご依頼や各機関誌
への掲載のご依頼なども頂いています。 
 はじめての出版ということもあり、出版に対してさまざまな不安がありましたが、貴財
団より助成頂き、費用の面だけでなく、精神的にも後押しして頂きました。ここに感謝申
し上げます。 

 


